
　

◎ 重要なお知らせ … 10/8(土)・9(日)・10(月)の3日間、害虫駆除の燻煙作業のため臨時休館となります。

歴史民俗資料館・二宮尊徳記念館にて燻煙剤を使用した害虫駆除作業があります。併設する

当センターにも影響が及ぶことが考えられるため、臨時休館とさせていただきます。

ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。

◎ 会議室をご予約の方へ … 予約キャンセルの際は予約日前日までに、お手数でもセンターまでご連絡をお願いいたします。

当日キャンセルの場合も速やかにご連絡ください。

今年の夏は、コロナ禍ではありましたが行動制限等の発令がなく、比較的自由に行動ができる夏となった方も

多かったのではないでしょうか。数年ぶりにご実家などに家族が揃って、楽しいひとときを過ごしたとの嬉しい

お話も聞きました😊近頃は、秋の気配が感じられ過ごしやすい日が多くなったような気がします。実りの秋、

食欲の秋と言われるように、秋には栄養価が高く美味しい食材が実り、収穫される季節です。夏の暑さで食欲の

なくなっていた方も、旬の食材を楽しみながら夏の疲れをリフレッシュして、元気にご活躍ください♬

2022年 9月号

日光市民活動支援センター

〒321-1261 日光市今市304-1 2階

OPEN 9:00～23:00（19:00以降は会議室利用時のみ開所）

TEL/FAX 0288-22-2271 URL▶https://nikko-shiencenter.jp/

ホームページへはこちらの

QRコードからアクセス！

お 知 ら せ日光市民活動支援センターからの

8月… 日光市で地域のために働きたいと希望する

学生さんたちが、夏休みの期間を利用して、当センター

にインターンシップに来られました。

センターの担う役割を説明したのち、実際に団体さんの活動

を知っていただく機会として、NPO法人なんとなくのにわさん

にご協力いただき、活動の内容やＮＰＯ法人設立に至るまでのお

話など、大変興味深いお話を聞かせ

ていただきました。代表の手塚様、

ありがとうございました！

学生さんたちのこれからのご活躍が

楽しみです！

Presented by 日光市民活動支援センター

使い終わった切手でボランティアできるよ！
日光市民活動支援センターでは、ボランティア・社会貢献などに興味のある

市民のかたに向けて、「にっこうまちビット」という催しを定期的に行ってい

ます。気軽にＮＰＯ活動を学びながら、参加者同士の交流も図れるところが

楽しみのひとつとなっています。

今年度２回目となる「まちビット」では、親子を対象として、ボランティア

を体験するイベントを行いました。

いま、世界で起こっている問題を、写真や模型などを用いて分かりやすく子

講師の先生から、貧困で勉強の機会のない子どもたちのお話

や、森林が減って砂漠化してしまっている地域のお話などを聞

いて、自分が支援をしたいと思う分野の団体さんへお手紙を添

えて、各自で郵便局から送りました。体験したことを通して、

今回活用させていただいた使用済み切手

は、センターをご利用いただいている皆

様からご寄付いただいたものです。

今回、このような形で支援先に送ること

ができました。ご寄付いただいた皆様、



開催日時

10/13(木)

13:20~16:30、

14(金),20(木),21(金)

10:00~16:00、

26(水)

13:30~16:30

介護に関する入門的研修

(社福)栃木県社会福祉協議会

福祉人材・研修センター

☏028-643-5622

☆介護未経験者の方向け、5日間で介護の知識・技術を学べる入門的な研修です。

★研修修了者には、栃木県が発行する修了証明書を交付します。

協力：（一社）栃木県介護福祉士会

参加費：無料　　　 　 【申込締切：9/26(月)】

会場：とちぎ福祉プラザ（宇都宮市若草1-10-6 第1研修室）

9/17(土)

13:00～15:10

終活～遺贈寄付セミナー　●栃木の集い

とちぎコミュニティ基金

☏028-622-0021

“人生最期の社会貢献”としての遺贈

講師：全国レガシーギフト協会 共同代表　山北 洋二 氏

参加費：無料　　　 　 【申込締切：9/10(土)】

会場：イエローフィッシュ（宇都宮市江野町10-4）

オンライン会議システム（Zoom）

9/29(木)

午前の部

10:00~12:00

午後の部

13:30~16:45

栃木県内で活動するNPO・市民活動団体のための

ファンドレイジングセミナー ＆ 助成金合同説明会2022
とちぎボランティアNPOセンター

ぽ・ぽ・ら

☏028-623-3455

■午前の部　ファンドレイジングセミナー　NPOの財源構成を考えてみよう！

講師：認定ファンドレイザー　池田 秀昭 氏

■午後の部　助成合同説明会2022

とちぎコープ生活協同組合/中央労働金庫/栃木県共同募金会/とちぎコミュニティ基金

会場：オンライン会議システム（Zoom）

「スループット・アウトプットの過程（プロセス）から考える！

満足度の高いNPOインターンシップとは？」

9/17(土)

13:30～15:30

『ひきこもりの理解と支援』

ひきこもり経験者として伝えたいこと
栃木県子ども若者・ひきこもり

総合相談センター

ポラリス☆とちぎ

☏028-643-3422

講師：一般社団法人 ひきこもりUX会議 代表理事　林 恭子 氏

参加費：無料　　　 　 【申込締切：9/10(土)】

会場：栃木県庁6階大会議室1

参加費：無料　　　 　 【申込締切：9/13(火)】

会場：オンライン会議システム（Zoom）

9/3(土)

13:30～16:00

みんなで子どもを育む社会へ

～心の声を聴く子どもアドボカシー～

NPO法人まちぽっと

ソーシャル・ジャスティス基金

https://socialjustice.jp/

ゲスト： (一社)子どもの声からはじめよう 代表理事　川瀨 信一 氏

　　　　NPO法人せたがや子育てネット 代表理事　松田 妙子 氏

 認定NPO法人PIECES 代表理事　小澤 いぶき 氏

参加費：無料　　　　　【申込締切：9/1(木)】

会場：オンライン会議システム（Zoom）

9/14(水)

18:30~20:30

NPOインターンシップラボ シンポジウム 2022

NPO法人

アクションポート横浜

☏045-662-4395

満足度の高いNPOインターンシップづくりのコツ　プレイベント

◇講演会 13:30-15:00　◇定期総会 15:00-16:00 活動計画発表、助成金団体報告会

参加費：無料　　　　　【申込締切：9/1(木)】

会場：とちぎ男女共同参画センター研修室301A・B

オンライン会議システム（Zoom）

ためになる！講座・講演会情報 ≪ 2022年 9月 ≫

名称 申込先

9/3(土)

13:00～16:00

外国ルーツの家庭の子どもの未来

―日本の制度の問題について―

とちぎコミュニティ基金

☏028-622-0021

講師：NPO法人 移住者と連帯する全国ネットワーク　大川 昭博 氏

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、イベントが急遽中止・延期になる場合があります。



応募締切 募集名 主催者 問合せ先 分野

花博記念協会 助成金 (公財)国際花と緑の博覧会記念協会 06-6915-4516 自然共生

こくみん共済coop〈全労済〉地域貢献助成 こくみん共済coop〈全労済〉 03-3299-0161
防災/環境

/子ども

■2023年内に実施される次の活動

子供の未来応援基金未来応援ネットワーク支援金 (独)福祉医療機構〈WAM〉 03-3438-4756 子ども/貧困

スミセイ コミュニティスポーツ推進助成 (公財)住友生命健康財団 03-5925-8660 スポーツ

ALSOKありがとう運動財団の「活動助成金」 (公財)ALSOKありがとう運動財団 03-3470-6267
高齢者/障害者/防犯

/環境/国際交流など

ALSOKありがとう運動財団の「福祉車両」 (公財)ALSOKありがとう運動財団 03-3470-6267 高齢者/障害者

TOYO TIREグループ  環境保護基金 (公社)日本フィランソロピー協会 03-5205-7580 環境保護

公園・夢プラン大賞 一般財団法人 公園財団 03-6674-1188 まち/地域

組織および事業活動の強化資金助成 (公財)SOMPO福祉財団 03-3349-9570 社会福祉

【助成額：70万円まで】

9/30(金) ■実現した夢部門■　市民が主体となって実際に公園で実施したイベントや活動を表彰 【賞品：ギフト券 1～10万円、表彰あり】

■やりたい夢部門■　公園を舞台にした新しいイベントのアイデアを募集　　　　 　　 【賞品：ギフト券 1～5万円、表彰あり】

■社会福祉に関する活動を行うNPO法人・社会福祉法人に対して、下記の内容にあてはまる費用に対して助成

＜助成内容＞　●事業活動の強化のために行う、新規事業または既存事業の拡充・サービス向上

10/7(金)

　　　　　　　●団体の基盤強化に結びつく事業　●組織の強化

【助成額：300万円まで】

9/30(金) ■公共性が高く且つ営利を目的とせず、高齢者福祉施設、医療を含む障害者支援施設、地域防犯活動、環境問題活動、国際

交流活動等の事業や支援をおこなっている法人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【助成額：50万円まで】

9/30(金) ■公共性が高く且つ営利を目的とせず、高齢者福祉施設、医療を含む障害者支援施設の事業や支援をおこなっている法人

【車いす乗降用スロープ装置車：日産セレナ、送迎用ワゴン車：ホンダ ステップワゴン】

 (1)自然災害に備え、いのちを守る　(2)地域の自然環境・生態系を守る　(3)温暖化防止や循環型社会づくり

 (4)子どもや親子の孤立を防ぎ、地域とのつながりを生み出す　(5)困難を抱える子ども・親がたすけあい、生きる力を育む

チカラになる！助成金・コンクール情報 ≪ 2022年 9月 ≫

9/9(金) ■「自然と人間との共生」という理念の継承、発展または普及啓発に資する事業であって、生命の象徴としての「花と緑」に

関連する広汎な分野において、科学技術、文化の発展、交流及び災害復興に寄与するものを対象

【助成額：1件当たり100万円まで】

9/16(金) 【助成額：30万円まで】

■主に下記のような分野で、子供の貧困に対する支援活動を行っている団体（公益法人・NPO法人・一般法人・ボランティア団体

などの任意団体)に対して支援金を交付

＜分野＞　●学びの支援　●居場所の提供・相談支援　●衣食住など生活の支援　●児童または保護者の就労支援

　　　　　●児童養護施設等の退所者等や里親・特別養子縁組に関する支援

9/20(火)

【支援額：＜事業A＞ 300万円まで・＜事業B＞ 30万円または100万円】

9/30(金) ■環境保護・環境保全関連の事業活動で公益に資する事業を計画している団体（2023/4/1～2024/3/31までの1年間）

【助成額：150万円まで】

9/22(木)

■地域の中で一人ひとりの健やかな暮らしの実現につながるコミュニティスポーツ

■心身の障がいや長期療養などにより社会参加が困難な状況にある人と共に楽しめるコミュニティスポーツ

　チャレンジコース≫地域におけるコミュニティスポーツのチャレンジと、その後の自立・発展を目指すもの　　【助成額：50万円まで】

　アドバンスコース≫地域を超えたコミュニティスポーツの展開や、特定の地域におけるコミュニティスポーツの深化を目指すもの

★詳細をお知りになりたい方は、当センターまたは主催者までお問い合わせください★



★詳細をお知りになりたい方は、当センターまたは主催者までお問い合わせください★

日光市民活動支援センター ☏ 0288-22-2271（9:00～19:00）



あなたの活動団体が行っているイベントやセミナー、

ボランティア募集等のお知らせを「にこっと！」に載せませんか？

ご連絡お待ちしております♬

（掲載スペースに空きがない場合は翌月に持ち越しになる場合があります。）

😊イベントやボランティア募集等の

情報をお寄せください😊

みなさんこんにちは。スタッフの金子です。今年のお盆は久しぶりに実家へ帰省しました。家族全員の顔が揃った

のは実に5年ぶりです。それぞれ子どもが大きくなったり新しい顔が増えていたり、顔の皺が増えていたり。。 離

れていても帰る家がある、迎えてくれる家族がいることは、とても嬉しいことですね。この不安定な世の中で、大切

な人との繋がりが変わらずあることのありがたさを改めて実感いたしました。

畑にきゅうりが生り過ぎて父が困っていたので、一緒に漬け物を作りました。父はひたすら切る係です。塩を振っ

たきゅうりを横から子どもたちがひょいひょいつまんでいました（*＾＾*）できあがった漬け物はそれぞれの家に

持って帰ってもらいました。しばらく夏の思い出が続きそうです。🌻

～綺麗な里山風景を残していきたい～

日光茅ボッチの会

先日、栗山地域の土呂部地区で活動されている日光茅ボッチの会さんの取材に伺

いました。

昔は人々の生活の中で当たり前にあった里山と茅場は、時代とともに減少してし

まっています。そんな里山と茅場の保全のため、2013年に発足したのが「日光茅

ボッチの会」さんです。

その日は、会員さんで手分けして里山の草刈り活動が行われていました。また、

絶滅してしまう恐れのある植物を、シカや猿などの獣害から守り、育てる取り組み

も行われていました。秋には、会員さんや学生さん、住民の方が協力して茅を刈り、

茅場に‘‘茅ボッチ‘‘を立てる活動も行われています。その他にも、年間を通して季節

に合わせた活動を行っています。

今回取材させていただいて、地域の様子や会員の皆さんが楽しみながら活動され

ている姿から、保全活動の必要性と、この活動が地域の方の活気につながっている

と感じました。また、茅ボッチを立てる頃に伺わせていただきたいと思います。

この度は、取材へのご協力ありがとうございました。

●活動について興味のある方、詳しい活動内容を知りたい方は

是非「日光茅ボッチの会」までお問い合わせください😊

●E-mail nikko@kayabotti.jp

「里山」とは、原生林と異なり人の手が加わった生態系の草原のことで、

「茅場」とは、牛が冬場に食べる茅(ススキなど)を育てる場所のことです。


